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本
邦
で
の
肺
が
ん
の
罹
患

数
（
新
た
に
診
断
さ
れ
る
患

者
さ
ん
の
数
）
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
に

は
約
１２
万
人
に
達
し
ま
し

た
。
男
性
の
方
が
女
性
の
約

２
倍
多
く
、
ま
た
高
齢
に
な

る
に
つ
れ
て
罹
患
数
が
上
昇

し
て
い
ま
す（
図
１
）。ま
た
、

死
亡
率
で
は
１
９
９
８
年
に

胃
が
ん
を
抜
き
、
第
１
位
と

な
り
ま
し
た（
図
２
）。
こ
の

様
に
難
治
性
疾
患
と
し
て
知

ら
れ
る
肺
が
ん
を
い
か
に
克

服
す
る
か
は
、
本
邦
の
が
ん

治
療
の
喫
緊
の
課
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

肺
が
ん
の
発
生
原
因

肺
が
ん
は
肺
の
細
胞
の
遺

伝
子
が
傷
つ
く
こ
と
で
発
生

し
ま
す
。
そ
の
原
因
は
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の

非
喫
煙
者
か
ら
発
生
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
未
だ

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

肺
が
ん
の
検
査
と
診
断

肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
は

胸
部
Ｘ
線
に
よ
る
検
診
が
有

用
で
す
。
４０
歳
以
上
の
方
で

あ
れ
ば
、
年
に
１
回
の
胸
部

Ｘ
線
検
診
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
５０
歳
以
上
の
重
喫
煙

者
（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫

煙
年
数
が
６
０
０
以
上
の

方
）
で
は
、
胸
部
Ｘ
線
に
喀

痰
細
胞
診
を
併
用
し
た
検
診

が
有
用
で
す
。
毎
年
き
ち
ん

と
検
診
を
行
う
事
で
肺
が
ん

死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
事
が

で
き
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

検
診
へ
の
参
加
が
望
ま
れ
ま

す
。
肺
が
ん
発
見
時
の
進
行

度
（
ス
テ
ー
ジ
）
は
、
そ
の

後
の
治
療
成
績
に
大
き
く
影

原
因
は
喫
煙

で
す
。
た
ば

こ
の
煙
の
中

に
は
約
４
０

０
０
種
類
以

上
の
化
学
物

質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
２

０
０
種
類
以
上
が
有
害
物
質

で
あ
り
、
こ
の
中
に
約
６０
種

類
の
発
が
ん
性
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
肺
が

ん
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク
を

３
～
４
倍
上
昇
さ
せ
る
た
め
、

予
防
に
は
禁
煙
が
最
も
重
要

と
言
え
ま
す
。一
方
、非
喫
煙

者
か
ら
で
も
肺
が
ん
が
発
生

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
女
性
を
中
心
と
し
て
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

肺
が
ん
治
療
の
進
歩

積
極
的
な
検
診
と
早
期
治
療
が
鍵

本
邦
で
の
肺
が
ん
の
動
向

横浜市立大学附属
市民総合医療センター

呼吸器病センター 外科部長

禹
ウ

哲
テツ

漢
カン

 先生

図１：肺がん罹患数の推移

図２：がん種別死亡率の推移
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高齢化もあり、男女共に肺がん罹患数は上昇を続けています。

がん種別死亡率で肺がんは1998年に胃がんを抜き、本邦で第一位となりました。
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響
し
ま
す
。
転
移
を
全
く
認

め
な
い
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
期
非
小

細
胞
肺
が
ん
の
５
年
生
存
率

は
８０
％
を
越
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
い
か
に
検
診
を
通

じ
て
早
期
に
治
療
を
開
始
で

き
る
か
が
、肺
が
ん
治
療
成

績
向
上
の
大
き
な
鍵
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

胸
部
Ｘ
線
で
肺
が
ん
が
疑

わ
れ
た
場
合
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
精
密
検
査
が
有
用
で

す
。
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
は
腫

瘍
の
正
確
な
位
置
や
大

き
さ
、
形
な
ど
の
詳
細

な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
図
３・４
）。

そ
の
後
、
気
管
支
鏡
検

査
で
腫
瘍
の
細
胞
を
一

部
採
取
し
、
組
織
学
的

検
査
を
行
い
ま
す
。
肺

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
体
幹

部
Ｃ
Ｔ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど

で
全
身
の
精
密
検
査
を

行
い
、進
行
度（
ス
テ
ー

ジ
）
を
決
定
し
ま
す
。

肺
が
ん
の
進
行
度
（
ス

テ
ー
ジ
）
は
、
治
療
方

針
を
決
定
す
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

肺
が
ん
の
治
療

肺
が
ん
の
治
療
は
大
き
く

手
術
療
法
、
化
学
療
法
、
放

射
線
療
法
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
行
う

場
合
と
、
そ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
て
行
う
集
学
的
治
療
が

あ
り
ま
す
。
比
較
的
早
期
の

肺
が
ん
に
対
し
て
は
手
術
療

法
が
適
応
と
な
り
ま
す
が
、

リ
ン
パ
節
転
移
を
伴
っ
て
い

た
り
、
周
囲
臓
器
へ
の
浸
潤

（
が
ん
が
周
囲
に
染
み
出
る

よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
）を
認
め
る
進
行
例
で
は
、

術
前
や
術
後
に
化
学
療
法
や

放
射
線
療
法
を
組
み
合
わ
せ

る
集
学
的
治
療
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
手
術
療
法
が
適

応
と
な
ら
な
い
症
例
で
は
、

化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
の

単
独
療
法
、
あ
る
い
は
併
用

療
法
を
行
い
ま
す
。
最
終
的

な
治
療
方
針
は
主
治
医
と
の

相
談
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
さ
ん
の
状
態
や
希
望

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す

（
図
５
）。

最
新
の
肺
が
ん
治
療

近
年
、
肺
が
ん
治
療
は
目

覚
ま
し
く
進
歩
し
て
い
ま

す
。
手
術
療
法
で
は
、
患
者

さ
ん
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

低
侵
襲
手
術
の
進
歩
が
著
し

く
、
大
部
分
の
肺
が
ん
手
術

が
傷
の
小
さ
な
胸
腔
鏡
手
術

で
行
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
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図５：肺がんの治療フローチャート

図３：早期肺がんの一例

左肺末梢に約2cmの早期肺がんを認めます。

図４：進行肺がんの一例

右肺尖部に約5cmの進行肺がんを認めます。

組織型と進行度（ステージ）によって、推奨される治療方法を知る事ができます。
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た
。
胸
腔
鏡
手
術
は
体
へ
の

負
担
が
少
な
い
た
め
手
術
翌

日
に
は
病
棟
を
歩
行
で
き
、

ご
高
齢
の
方
で
も
安
心
し
て

手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、２
０
１
８

年
か
ら
肺
が
ん
に
対
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
胸
腔
鏡
手
術

が
保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

３
次
元
視
野
下
に
多
関
節
を

有
す
る
自
由
度
の
高
い
鉗
子

を
用
い
る
事
で
、精
密
な
手

術
操
作
が
可
能
で
す（
図
６
）。

ま
た
、
早
期
の
肺
が
ん
患
者

さ
ん
で
は
、
切
除

す
る
肺
の
範
囲
を

縮
小
し
て
呼
吸
機

能
を
温
存
す
る
区

域
切
除
術
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
様

な
低
侵
襲
手
術
の

進
歩
の
結
果
、
入

院
期
間
も
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、

標
準
的
な
肺
が
ん

手
術
で
は
平
均
で

約
１
週
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

化
学
療
法
で
は
、

従
来
の
抗
が
ん
剤
に
加
え
、

腫
瘍
の
遺
伝
子
変
異
に
応
じ

た
分
子
標
的
薬
を
積
極
的
に

用
い
て
お
り
、
副
作
用
の
軽

減
と
生
存
率
の
向
上
で
大
き

な
進
歩
を
認
め
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
で
最
も
代
表
的
な

E
G
F
R
遺
伝
子
変
異
は
腺

が
ん
患
者
の
約
半
数
に
認
め

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
A 

L
K
、
R
O
S
︱
1
、
B
R
A

F
、
M
E
T
な
ど
複
数
の
遺

伝
子
変
異
で
、
効
果
的
な
分

子
標
的
薬
の
使
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

薬
を
併
用
し
た
抗
が
ん
剤
治

療
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
は
も
と
も
と
人
が

持
っ
て
い
る
免
疫
細
胞
（
T

リ
ン
パ
球
）
の
抗
腫
瘍
作
用

を
利
用
す
る
薬
剤
で
あ
り
、

肺
が
ん
で
は
２
０
１
５
年
に

保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
に
あ
た
っ
て
は
特
に
免

疫
系
の
副
作
用
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
従
来

の
抗
が
ん
剤
と
の
併
用
で
優

れ
た
治
療
成
績
を
示
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
放
射
線
療
法
の
進

歩
も
著
し
い
で
す
。
従
来
の

進
行
が
ん
に
対
す
る
3
次
元

治
療
計
画
に
基
づ
い
た
放
射

線
治
療
に
加
え
、
手
術
が
困

難
な
早
期
が
ん
の
患
者
さ
ん

を
対
象
と
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
腫
瘍
を
狙
い
撃
ち
す
る

S
B
R
T（
体
幹
部
定
位
放

射
線
治
療
）
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
照
射
技
術
の

進
歩
と
相
ま
っ
て
良
好
な
治

療
成
績
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
呼

吸
器
内
科
と
呼
吸
器
外
科
の

機
能
を
統
合
し
た
呼
吸
器
病

セ
ン
タ
ー
と
し
て
診
療
を
行
っ

て
お
り
、
呼
吸
器
疾
患
の
幅

広
い
領
域
で
高
度
か
つ
最
新

の
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

特
に
肺
が
ん
領
域
で
は
県
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
診
療

実
績
が
あ
り
、
内
科
・
外
科

の
垣
根
の
な
い
速
や
か
な
診

断
と
治
療
が
可
能
で
す
。
呼

吸
器
外
科
で
は
、
経
験
豊
富

な
専
門
医
に
よ
る
低
侵
襲
手

術
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

ご
高
齢
の
方
で
も
安
心
し
て

手
術
を
受
け
る
事
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
は

ご
高
齢
の
方
の
罹
患
率
が
高

い
た
め
、
心
臓
や
肺
、
腎
臓
、

脳
、
血
管
な
ど
に
既
に
様
々

な
疾
患
を
抱
え
て
い
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
院
呼
吸
器
外
科
で
は
手
術

数
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
様
な

様
々
な
併
存
疾
患
を
抱
え
た

方
の
治
療
経
験
も
大
変
豊
富

で
す
。今
後
も
、当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
肺
が
ん
を
始
め
と
し

た
呼
吸
器
領
域
の
幅
広
い
疾

患
に
対
し
て
、
高
度
か
つ
安

心
・
安
全
な
医
療
を
提
供
す

べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図６：手術支援ロボットDa Vinci Xi（Intuitive Surgical社製）

（
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

手
術
室
で
撮
影
）

横
浜
市
立
大
学
附
属
市

民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の

ご
案
内
は
こ
ち
ら
。

み
ん
な
の
健
康

2023.3/4
2023.3/4

4



医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」っ
て
何
？

医
療
機
関
の
受
付
が
変
わ
る
！？

私
た
ち
が
病
医
院
を
受
診
す
る
際
に
必
ず
呈
示
す
る
保
険
証
、
転
居
や
転
職
な
ど
で
番
号
等
が

変
わ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
受
付
で
は
、
受
診
時
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
会
計
処
理
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
か
ら
、
そ
の
確
認
方
法
が
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
介
し
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
と
言
い
ま
す
。
当
初
は
戸
惑

う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
基
本
的
な
こ
と
を
解
説
し
ま
す
。

ダ
ー
に
置
い
て
、
本
人
確
認

の
方
法
を
「
顔
認
証
」
と
「
暗

証
番
号
」
の
い
ず
れ
か
か
ら

選
択
し
ま
す
。
操
作
は
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
同
様
の
タ
ッ
チ

式
に
な
り
ま
す
。
顔
認
証
の

場
合
は
マ
ス
ク
や
眼
鏡
を
外

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

作
成
時
の
暗
証
番
号
は
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次
に

自
分
の
医
療
情
報
（
受
診
歴・

薬
剤
情
報
な
ど
）
の
取
得
に

つ
い
て
「
同
意
す
る
」
ま
た

は
「
同
意
し
な
い
」
を
選
択

し
ま
す
。
こ
れ
で
操
作
は
終

了
で
す
。
今
ま
で
は
月
初
め

の
受
診
時
に
保
険
証
の
確
認

を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
は
受
診

す
る
度
に
こ
の
操
作
が
求
め

す
べ
て
の
病
医
院
で
変
わ
る

の
で
す
か
？

田
辺
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
」
を
既
に
導
入
し
て
い

る
病
医
院
も
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
８
月
に
こ
の
４
月
か
ら

原
則
義
務
化
と
の
省
令
改
定

が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
施

設
で
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
義
務

化
決
定
か
ら
実
施
ま
で
の
期

間
が
短
く
、
折
か
ら
の
半
導

体
不
足
の
影
響
も
あ
っ
て
必

要
な
機
器
が
揃
わ
な
い
事
例

も
あ
り
、
義
務
化
は
半
年
か

ら
１
年
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
事
情
で
導
入

が
猶
予
も
し
く
は
免
除
さ
れ

る
施
設
も
あ
る
の
で
、
４
月

か
ら
一
斉
に
す
べ
て
の
施
設

で
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
か
？

田
辺
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
」
の
シ
ス
テ
ム
は
保
険
証

と
一
体
化
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
前
提
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
従

来
の
保
険
証
で
も
資
格
確
認

は
で
き
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な

く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
施
設
に
よ
っ
て
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有

無
で
窓
口
負
担
が
異
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受

診
す
る
と
き
の
手
順
を
教
え

て
く
だ
さ
い
？

田
辺

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
し
て
使
用
す

る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
申
し
込
み
を

す
る
か
、病
医
院
受
付
の
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
利
用
承
認
を

す
る（
初
回
の
み
）必
要
が
あ

り
ま
す
。
病
医
院
の
受
付
で

は
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー

洋光台眼科クリニック

田
た

辺
なべ

由
ゆ

紀
き

夫
お

 先生

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、資
格
確
認
に
は
カ
ー

ド
内
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
あ
る

電
子
証
明
書
を
使
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
５
年
に
１
回
、
カ
ー
ド

自
体
も
１０
年
に
１
回
（
２０
歳

未
満
で
は
５
年
に
１
回
）
の

更
新
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
機
器
の
故
障
や
通

信
障
害
で
シ
ス
テ
ム
が
使
え

な
い
と
き
に
は
、
従
来
の
保

険
証
も
有
用
で
す
の
で
今
ま

で
通
り
保
険
証
は
携
帯
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
は

必
ず
目
を
通
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

従
来
の
保
険
証
は
な
く
な
る

の
で
す
か
？

田
辺

現
行
法
で
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
任

意
で
す
。
保
険
証
機
能
を
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
一
本

化
す
る
に
は
法
改
定
が
必
要

で
す
。
今
後
、
国
会
等
で
の

審
議
を
経
て
最
終
的
な
内
容

が
決
ま
る
の
で
、
現
時
点
で

は
明
言
で
き
ま
せ
ん
。
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「苦しい、痛い、は嫌だ。」としか言い
ようがない、と表現する方がほとんどで
はないでしょうか。平成30年に厚生労働
省から、「人生の最終段階における医療
ケアの決定プロセスに関するガイドライ
ン」が発表されました。これによって何
が変わったのでしょう。
１． 「医療・ケア（生活の支援や介護）

のあり方」について
医療の選択肢は、以前は医師からの勧
めで決まることがほとんどでした。しか
しこのガイドラインを機会に、医師から
解りやすい言葉での説明を受け、医療や
介護に関わる人たち（医療・ケアチーム）
の話も聞いたうえで自分の気持ちを決め
ていこう、という方針が明確になりました。
一度決めても、自分の体調が変化したり、
知人の話を聞いたり、テレビ、新聞、雑
誌を見て、気持ちが変化することもある
でしょう。自分が信頼する人（家族等）と、
日常の生活の中で、何
度も話し合っておくこ
とを重んじています。
無理に決めたりせず、
紙に書いて署名する
ことは重要なことで
はない、と強調されて
います。
医療・ケアを「開始
する、しない、変更する、途中で止める」
についても、医療・ケアチームと医学的
な意味を含めて、どれが良いか一緒に考
えていくべきであると示されています。

２．「方針を決める方法」について
決める方法は2つの場合に分けて考え

ています。
（１）本人の意思が確認できる場合
理解と納得ができるまで、家族等も含

めて、医療・ケアチームと話し合って、
自分の気持ちを決めていきます。
（２）本人の意思が確認できない場合（認
知症や意識障害がある場合）
①�家族等が過去に本人の気持ちを聞い
ていて、推定できる場合には、その
方針を尊重し、医療・ケアチームと
話し合って、「本人にとっての最善」
は何であるかを考えます。

②�家族等が居ても、推定すらできない
場合には、医療・ケアチームが家族
等と十分に話し合い、「本人にとっ
ての最善」を考えます。

③�家族等が居ない場合および家族等が
判断を医療・ケアチームに委ねる場

合には、「本人にとっての最
善」を医療・ケアチームが話
し合って考えます。
いずれも、話し合った内容

は医療・ケアチームが記録を
しておきます。もし合意が得
られないときは、医療・ケア
チーム以外の法律や宗教な
どの専門家も加えて、方針等

について考えることが提案されています。
---------------------------------------------------------------------
「縁起でもないこと」ですが、自分の
最期について、自分が信頼する人と話し
てみてください。

在宅医療在宅医療のの今

宅 今

在宅医療の

在 医療の今

今

「どのような最期を迎えたいか」
といわれても

西神奈川ヘルスケア
クリニック 院長

赤
あ か

羽
ば ね

重
し げ

樹
き

先生
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合待 室

表紙／山手公園の桜（中区）日本に
おけるテニス発祥の地。テニス発祥
記念館にはテニスの歴史に関する資
料が展示されている。正面の建物は
山手68番館で、市営テニスコートの
管理センターとして使われている。

学
校
運
動
器
検
診
と
は

何
で
す
か

み
な
さ
ん
は
、「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通

称
ロ
コ
モ
）」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

日
本
語
で
は
「
運
動
器
症

候
群
」
と
い
い
ま
す
。
骨
、

関
節
、
筋
肉
な
ど
の
「
運
動

器
」
の
障
害
に
よ
っ
て
「
要

介
護
」
に
な
る
危
険
性
の
高

い
状
態
の
こ
と
で
す
。

「
要
介
護
」
と
は
高
齢
者

だ
け
に
起
こ
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
と
こ
ろ

が
、
幼
少
期
か
ら
、
こ
の
ロ

コ
モ
の
予
備
軍
と
な
る
子
ど

も
の
存
在
が
分
か
っ
て
き
た

の
で
す
。
過
剰
な
運
動
に
関

わ
る
問
題
や
、
運
動
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
問

題
な
ど
、
運
動
器
に
関
す
る

様
々
な
課
題
が
増
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
学
校
保
健
安

全
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
平
成
２８
年
4
月
か

ら
運
動
器
検
診
が
必
須
項
目

と
な
り
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

の
全
学
年
で
行
う
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

運
動
器
検
診
の
目
的
は

何
で
す
か

保
護
者
に
も
、
お
子
さ
ん

の
運
動
器
機
能
に
問
題
が
な

い
か
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
は
検
診
シ
ス
テ
ム
の
効

率
化
に
加
え
、
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
る
親
と
し
て
の
自

覚
を
喚
起
し
、
そ
の
結
果
、

ロ
コ
モ
予
防
に
つ
な
げ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

家
庭
で
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク

で
、
正
確
な
検
査
が
で
き

る
の
で
す
か

生
徒
保
健
調
査
票
に
、
運

動
器
検
診
の
部
分
は
「
整
形

外
科
」
の
8
項
目
が
あ
り
ま

す
。
裏
面
に
検
査
方
法
が
図

で
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
と
お
り
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
保
護
者
の
チ
ェ
ッ
ク

と
検
診
医
の
検
査
の
一
致
率

は
８０
％
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
検
査
の
正
確
性
よ

り
、
お
子
さ
ん
の
身
体
を

し
っ
か
り
見
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。
こ
の
運
動
器
検

診
の
情
報
を
も
と
に
、
子
ど

も
た
ち
の
運
動
機
能
が
改
善

さ
れ
る
と
、
健
康
で
ケ
ガ
の

少
な
い
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、「
健
康

な
運
動
器
」
と
い
う
一
生
の

財
産
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

土
つ ち

原
は ら

豊
と よ

一
か ず

 先生横浜市整形外科医会
つちはら整形外科クリニック

学校から「運動器検診」の事前チェックを
家庭で行うようにお便りがきたのですが、

難しそうで不安です

「医療マンガ大賞」（横浜市医
療局主催）は今年度で第４回を
迎え、延べ262作品もの想いの
こもった素晴らしいマンガが
応募されています。今回の大賞
は、「看取りが近づいた時に」の
テーマから、うめだまりこさん
の作品（裏表紙の挿絵）が選ば
れました。映画化もされたマン
ガ『ちはやふる』の作者で審査
員の末次由紀先生は「絵柄の繊
細さ、丁寧さ、読ませる表現力
などが卓越していたことや、誤
嚥性肺炎の図解もわかりやす
く、文句なしの大賞。」とコメン
トを寄せています。同じく審査
員を務める横浜市医師会常任理
事の筑丸志津子先生は、特別賞
のささきかずよさんの作品につ
いて「家族の「死」を目の前に
したときに悩み葛藤する様子
がとてもよく描かれている」と
語っており、入賞作品それぞれ
のレベルの高さがうかがえま
す。他にも「歯科受診のタイミ
ング」など、医療マンガ大賞の
webサイトでは多数公開して
います。短編作品ばかりですの
で、待ち時間の間などに是非ご
覧ください。
（webサイトの詳細は裏表紙に
記載）

医
療
マ
ン
ガ
大
賞

み
ん
な
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健
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横浜市は「医療マンガ大賞」を実施しています。詳しくは当号の「待合室」をご覧ください。

横浜市医療局
Medical Care Bureau 医療マンガ大賞 検 索

すぐ読める
医療マンガ
公開中!!

問合せ： （一社）横浜市医師会 ☎： 045-201-7361（平日９時～17時）横浜市医師会 検 索

令和5年5月21日（日）14時～（YouTubeLive配信併用）
場所：横浜市医師会 ６階（中区桜木町1-1）※来場された方には「もしも手帳」を配布。会場 定員先着60名

第17回市民公開講座 “終活”や“人生会議”について考えてみませんか？

❶ 終活 これから身に起きる病気・介護・在宅医療の実際について
 新横浜在宅クリニック（港北区）  院長 新谷 典保 先生
❷ “人生会議”ってな～に？～もしも手帳の使い方～ 
 横浜市立大学総合診療医学（金沢区） 准教授 日下部 明彦 先生
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午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
磯子区 汐見台病院 ☎（045）761−3581
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
神奈川区 横浜市立市民病院 ☎（045）316−4580
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時～午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）806−0921
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）360−8666

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）341−0251

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時～午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時～正午まで

内科・小児科  診療時間：午前９時～12時 午後1時～4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター ☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時～午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時～午前0時

横浜市救急相談センター
＃7119

または
☎045-232-7119

①医療機関案内 24時間年中無休

②救急電話相談 24時間年中無休

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時～午後4時 夜間診療：午後7時～11時


